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研究成果の概要（和文）：　本研究は平成26年度より開始し4年間通して行われた。研究開始年度の平成26年度
に研究代表者の所属機関が、熊本大学から新潟医療福祉大学への異動があり、研究環境が大きく変わったため、
研究内容を一部修正し、分化誘導実験に集中する研究を行った。
　新潟大学にて、理化学研究所より譲渡を受けたiPS細胞を、肝細胞へ分化誘導を行う実験を行い、免疫染色に
より肝細胞マーカーALB, SERPINA1, HNF4Aを確認した。研究期間に実験を重ね、安定して肝細胞に分化誘導する
ことに成功した。
　この成果は研究代表者の所属機関である臨床検査技師養成大学にて、学生教育および研究の題材として活用し
ていく予定である。

研究成果の概要（英文）：　This research has conducrted 4 years, from fiscal year 2013 to 2017. The 
first year of this research, the research reader had changed the laboratory, from Kumamoto 
University to Niigata University of Health and Welfare. We were granted human iPS cells fron RIKEN, 
and we strarted differentiation- induced experiment from iPS cells to hepatocytes. And then, we 
confirmed differentiation to hepatocytes by means of immunological staining, hepatocyes marker ALB, 
SERPINA1 and HNF4A.
This achivemnnt would help education and research for unversity students trying to be medical 
techcologysts, the reseach reader instructed there.
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１．研究開始当初の背景 
 ヒト iPS 細胞の発見により、患者由来の
iPS 細胞より様々な体細胞の分化誘導・臓器
の再生技術が開発されており今後の臨床応
用が期待されている。肝臓の再生医療分野で
は、iPS 細胞より肝細胞の分化誘導および組
織構築に成功し、近い将来は臨床応用の可能
性が高まっている。iPS 細胞を臨床応用する
ためには、移植後の癌化などの危険性を検証
することが必須であるが、長期観察を行う安
定した実験系の報告はまだされておらず、今
後免疫不全マウスを用いた実験系の確立が
必須である。 
 
２．研究の目的 
 本申請はマウス肝臓発生段階の組織に、ヒ
ト iPS 由来細胞を生着させ、肝細胞へ分化促
し、長期可能な実験系を確立することを目的
とする。 
  
３．研究の方法 
 本研究の開始年度に、研究代表者の所属機
関が、熊本大学生命資源研究支援センターか
ら、新潟医療福祉大学に異動し、疫不全マウ
スの飼育が可能な動物実験施設が研究開始
時には、所属機関に備わっていなかったため、
今後実験設備を整備することを試みながら、
新潟大学脳研究所動物資源開発研究分野に
て、分化誘導実験、動物実験を行った。 
 ヒト iPS 細胞は理研より分与を受け、iPS
細胞培養試薬メーカーのリプロセルの試薬
を用いて、基準のプロトコールにて、iPS 細
胞の大量培養を行う。肝細胞の分化誘導は、
すでに報告されている方法(Hannan NR-F et 
al., Nat.Protocol.,2013)を試みる。肝細胞
への分化誘導の評価は、肝細胞マーカーALB, 
SEPRINA2, HNF4A の免疫染色にて行う。 
 
４．研究成果 
 本研究の計画である、iPS 細胞より肝細胞
に分化誘導を行うことには、免疫染色での評
価で確認し、学会発表まで行った。肝細胞へ
の分化誘導には成功したので、今後細胞の移
植実験を行い、論文発表を目指していく。さ
らに、この技術を研究代表者が所属する、新
潟医療福祉大学にて、臨床検査技師・臨床工
学技士を目指す学生の、教育・研究へと生か
し、今後の再生医療を担う人材の育成につな
げていきたい。 
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